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第Ｔ５０号会報シルバーたからづか平成３０年３月

安
全
委
員
会
だ
よ
り

安
全
就
業
の
継
親
を
念
頭
に

安
全
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長
矢
田
稔

　
昨
年
は
、
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
協
会
の
安
全
標
語
最
優
秀
賞
に

当
セ
ン
タ
ー
の
高
地
会
員
の
「
危
な
い

ぞ
言
え
る
勇
気
と
聞
く
心
」
が
選
ば

れ
、
ま
た
１
０
月
の
兵
庫
県
シ
キ
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
犬
合
で
は
、
問

標
語
と
と
も
に
無
事
故
記
録
を
達
成
し

た
「
事
故
万
口
運
動
」
が
Ｃ
グ
ル
ー
プ

（
会
員
数
１
０
０
０
～
１
９
９
９
人
）
鏝

優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
大
変
喜
ば

し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
年
で
し
た
。

　
宝
塚
市
交
通
安
全
高
齢
者
白
転
車

競
技
犬
会
で
も
優
勝
し
、
見
事
３
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。
私
も
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
改
め
て
安

全
意
識
の
高
揚
が
大
事
で
あ
る
と
思
い

返
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
残
念
な
出
来
事
と
い
え
ば
、

表
彰
さ
れ
た
１
０
月
に
傷
害
事
故
が
発

生
し
、
一
昨
年
の
７
月
か
ら
継
続
し
て

い
た
無
事
故
記
録
が
４
６
４
目
で
ス
ト

ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
今
年
度
も
傷
害
事

故
ゼ
ロ
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
事
で
す
。

幸
い
、
傷
害
事
故
の
件
数
は
、
Ｔ
昨
年

１
件
、
昨
年
Ｉ
件
と
以
前
と
比
べ
か
な

り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
損
害
事
故
は
本
年
度
も
数

伴
発
生
し
て
お
り
、
号
』
数
年
５
件
～

1
0
件
の
発
生
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
事
故
防
止
に
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
各
人
が
安
全
意
識
を
高

め
る
ｙ
』
と
に
よ
っ
て
、
事
故
を
防
止
す

る
ｙ
一
と
は
で
き
る
筈
で
す
。

　
平
成
3
0
年
４
月
１
目
か
ら
「
就
業
制

限
等
に
開
す
る
実
施
要
領
」
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
要
領

は
、
一
昨
年
よ
り
安
全
委
員
会
や
就
業

適
正
化
委
員
会
で
議
論
さ
れ
て
い
た
案

件
で
し
た
。
い
か
に
事
故
を
減
ら
し
て

い
く
か
を
目
的
に
、
全
国
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
内
容
で
す
。
あ
く
ま
で
も
、

事
故
を
防
ぐ
｝
一
と
・
安
全
就
業
に
つ
い

玉
忌
識
づ
け
を
し
て
も
ら
う
ｙ
万
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
3
0
年
度
を
迎
え
る
に
お
と
り
、

安
全
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
皆
様

の
協
力
を
得
な
が
ら
今
ま
で
に
も
増
し

て
、
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
も
、
も
う
一
度
安
全
就

業
基
準
を
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
事
故
の
発
生
防
止
に
努
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
「
就
業
制
限
等
に
関
す
る

　
実
施
要
領
」
が
施
行

　
近
年
、
兵
庫
県
下
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
重
箱
事
故
（
６

ヶ
月
以
上
の
入
院
ま
た
は
死
亡
）
が
毎

年
数
伴
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
第
三
者

へ
の
高
額
な
撰
害
賠
誰
事
故
も
多
数
発

生
し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
同
じ
会

員
が
繰
り
返
し
事
故
に
関
わ
る
事
泰
平

安
全
就
業
基
準
等
を
守
っ
て
い
な
か
っ

た
為
に
発
生
し
た
事
案
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
こ
の
様
な
現
状
に
あ
っ
て
、
会
員
の

安
全
意
識
土
筒
め
、
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
事
を
目
的
と
し
、
兵
庫
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
会
安
全
・
適
正

就
業
推
進
委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
重

ね
、
安
全
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
就
業

制
限
の
基
準
孚
デ
ル
案
）
が
示
さ
れ
、

各
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
導
入
に
向
け
て

の
取
り
組
み
依
頼
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ｙ
』
れ
を
受
け
、
当
セ
ン
タ
ー
安
全
委

員
会
及
び
就
業
適
正
化
委
員
会
で
検
討

を
重
ね
、
モ
デ
ル
案
を
参
考
に
し
な
が

ら
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
、
「
就
業
等

の
基
準
に
関
す
る
要
綱
」
第
７
粂
の
適

正
な
取
り
扱
い
の
指
針
と
し
て
「
就
業

制
限
等
に
関
す
る
実
施
要
領
」
を
策
定

し
、
平
成
3
0
年
４
月
１
日
付
け
で
施
行

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
安
全
か
つ
適
正

に
就
業
す
る
ｙ
」
と
て
、
就
架
上
の
事
故

を
未
然
に
防
止
し
、
会
員
を
事
故
か
ら

守
る
と
と
も
に
、
第
三
者
に
損
害
を
与

え
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
近
日
中
に
全
会
員

に
お
渡
し
す
る
定
款
・
規
秘
奥
を
ご
覧

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
全
委
員
会
）

◆
刈
払
機
取
扱
講
習
会

　
平
成
3
0
年
２
月
2
3
目
（
全
）
、
午
前

９
時
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
３
防
人
会
議
室

に
て
、
労
働
安
全
衛
生
渋
に
基
づ
く
安

全
衛
生
教
育
の
一
環
と
し
て
、
刈
払
機

取
扱
作
業
者
を
対
象
に
、
コ
ペ
ル
コ
教

習
所
尼
崎
講
習
セ
ン
タ
ー
の
方
を
講
師

に
迎
え
、
刈
払
機
取
扱
講
習
会
を
行
っ

た
。
会
員
Ｈ
名
が
受
講
し
た
。

２
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▲刈払機取扱の説明を受ける会員

●
１
２
月
～
１
月
の
事
故
内
容

　
　
　
　
　
平
成
3
0
子
上
月
末
現
在

前

年

度

ｽﾞj

29ｽﾞﾃ

／

６
件
５
伴

損

害

１
件
TL
伴

堕

にｺ

損
害
・
傷
害
事
故
と
も
に
Ｏ
件
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
事
故
の
無
い
よ
う
常
に
安

全
意
識
を
持
っ
て
就
業
し
ま
し
ょ
う
。

地
区
・
地
域
班
活
動

◆
良
元
３
の
２
、
３
の
３
合
同
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
平
成
3
0
年
１
月
１
３
日
（
上
）
・
に
一
日

（
且
、
例
年
開
催
さ
れ
る
仁
川
ま
ち
づ

く
り
協
議
介
王
催
の
「
と
ん
ど
焼
今
回
に

テ
ン
ト
・
や
ぐ
ら
の
組
立
て
な
ど
の
ボ

ラ
ビ
ア
ィ
ア
を
行
っ
た
。
前
回
の
準
備

に
４
名
、
当
日
の
「
と
ん
と
焼
き
」
行

事
・
後
片
付
け
な
ど
に
８
潟
が
参
加
し
、

寂
し
い
寒
さ
の
な
か
、
円
回
参
巣
さ
れ

た
方
々
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
｝
』

と
に
参
加
会
員
も
大
満
足
で
あ
っ
た
。
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▲とんど焼き点火

互
助
会
だ
よ
り

◆
平
成
2
9
年
度
健
康
講
座

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

　
平
成
3
0
年
２
月
2
2
日
（
本
）
、
1
3
時

3
0
分
～
1
5
時
、
セ
ン
タ
ー
３
防
人
会

議
室
に
て
、
宝
塚
市
高
齢
福
祉
課
岡
本

裕
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
健
康
講
座

［
い
き
い
き
百
歳
体
操
］
を
開
催
し
会
員

2
0
名
が
参
加
し
た
。

▲いきいき百歳体操の説明を受ける会員

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
と
は
、
重
り

を
使
っ
た
筋
力
運
動
で
、
椅
子
に
腰
か

け
重
り
を
千
百
や
足
首
に
巻
き
つ
け
て

ゆ
っ
く
り
と
千
々
足
を
動
か
す
こ
と
に

よ
り
筋
力
・
体
力
を
つ
け
る
。
高
齢
者

が
要
介
護
扶
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
健
康
で
い
き
い
き

と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
と
開
発

さ
れ
た
体
操
で
あ
る
。

　
現
在
、
各
自
治
体
が
積
極
的
に
普
及

を
進
め
、
宝
塚
市
で
は
Ｔ
０
２
の
自
治

会
・
団
体
が
市
の
支
援
を
受
け
て
活
発

に
活
勤
し
て
い
る
。

　
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
２
０
０
ブ

の
重
り
を
使
っ
て
イ
チ
ッ
、
ニ
ッ
、
サ

ン
、
シ
ッ
、
と
声
に
出
し
て
数
を
数
え

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
手
や
足
を
勤
か
し

体
操
を
行
っ
た
。

▲かけ声も元気に体操する会員

　
充
実
し
た
楽
し
い
講
座
で
、
参
加
し

た
会
員
か
ら
は
こ
の
講
座
を
｝
』
れ
か
ら

も
続
け
て
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

も
あ
り
、
大
変
好
評
を
得
た
講
座
で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
（
広
報
委
員
／
中
嶋
諒
子
）

３
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◆お客様利用満足度調査を実施

　この度、地t或住民と会員のニーズに添った仕事の発掘と、従来の仕事に対し、更なるサービスの向上に資するため、「お

客楷利用満足度調査」を実施しまし≒

　　実施期間の平成２９年１０月１日～平成２９年１２月１３日の間に発注のあったお客様のうち、家庭を主に全職種の

利用者を無作為に抽出し調査を行った結果、５３伴の回答を得ました｡お客様利用満足度調査の結果内容は下記のとおり、

おおむね良好な§平価をいただきまし瓢

知ったのは

■■■■ ･ ･ ■ ■ ･ ･ ■ ･ ■ ■ ■ ■ - J
　 ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ 　 ㎜ ㎜ 四

回

.

府 庁 ; j 皿 ｋ

　 ･ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ･ ㎜ ㎜ 四 一
　 　 　 ‥ ＿ ＿ _ _ _ .
　 … … … 一 一 一 一 一 一
　 … … … - 一 一 一 一 一 一 一 一
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　 ､ ･ ‥

Ｈ Ｐ

　 ■ 　 　 ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ L

　 ■ ■ ･ ■ = J ･ ･ ■ ■ ■ ･ ㎜ ･ ･ = ■ ･ ･ ･ ･ = j ･ ■

謡 量 回

忌 j 笠 E 吸 血

' 可 回

チラシ

友人･知人による口コミ、開拓員によるチラ

シ投函が、効果を上げている。

なお､その他は行政窓口による案内､昔から

知っているなど。
　
　
　
入
。
‐
「
　
　
　
　
足

　
　
几
　
　
　
　
　
満

　
＼
　
　
　
　
　
…
…
」
゛

・
ぺ
　
　
△
　
Ｉ
’

一

回答者の42人(約79%)の方が、満足又は

おおむね満足している。

その他

4象-

仕事i,5内容　植木

について

当センターが、一般家庭などからの多岐に

亘る仕事に対応している事が分かる。

　　　　　　　　　　　Ｆや9……

　　　　　　　　　　　　　■　■㎜　　　　ち　　　　　　　　　　　’　　　　　　Ｓ

　　　普通　　　　　　………=､1　　　づ

　　　　　　　　　　５．　　‥‥‥　　　‥‥

　　　　　　　職員の対応やIli=、－｡/

回答者の38人(約72%)の方が､満足又は

おおむね満足している。

普通

回答者の42人(約79%)の方が、満足又

はおおむね満足している。

８．その他ご意見、ご要望などに

　　ついて

・いつもきれいにしていただき、

　感謝します。

・来年もお願いしたいと思います。

・自分達では上手に出来ない作業

　を、丁寧にやって頂けて助かり

　ました。

・８時からのところ１時間遅れで

　日程も決まらず、２時間の植木

　剪定は高いと思います。

９．今回ご利用の仕事以外に、ご

　　希望される仕事はありますか

・訪問して、一緒に食事をして下

さる様な方があれば､お願いした

いです。
・門扉やぬれ縁他の塗装を予定し

ています。
・大工、塗装、障子、網戸の張り

替え､ガラス戸のみがき､草引き、
不用品片付けなど。
・年末大掃除、家具移動など。

　　回??昌昌厘96)(7)゛ヽ“゛ﾂﾞ五茫茫娶漂で悍昌ロ

　以上、調査にご協力頂いたお客様へは感謝と典に、今回の調査結果を真摯に受け止め更なるお客様の満足度

を高めるため会員、並びに役職員が一丸となって日々の研讃に励み、今後もサービスの向上に努めてまいりま

す。(事務局)

４
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同
好
会
案
内

　
現
在
２
つ
の
同
好
会
と
２
つ
の
サ

ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味

の
あ
る
会
員
の
方
は
、
各
記
載
の
連
絡

先
に
ご
連
絡
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

掲
載
項
目

①
活
動
日
時

②
活
動
場
所

③
会
費

④
会
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

⑤
連
絡
先

Ｘ
－
－
－
－
－
－
－
　
‐
　
‐
－
　
Ｉ
／

一
　
ゴ
ル
フ
同
好
会
（
一
喜
会
）
‐

″
１
－
－
－
－
１
‐
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ

ｓ

①
年
間
４
回
の
コ
ン
ペ

②
宝
塚
市
同
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

③
年
会
費
１
、
０
０
０
円

　
コ
ン
ペ
参
加
費
１
回
２
、
０
０
０
円

④
一
喜
会
に
入
会
さ
れ
、
楽
し
い
同
好

　
会
活
動
の
輪
に
入
ら
れ
る
こ
と
を

　
お
勧
め
し
ま
す
。

⑤
連
絡
先
／
山
地
純
二

　
｀
ロ
０
７
９
７
・
８
９
・
６
８
２
３

　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
－
－
Ｉ
‐
‐
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

］
　
テ
ニ
ス
同
好
会
（
Ｋ
Ｔ
Ｃ
）
」

／
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ

①
毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0
吟
～
１
２
吟

　
（
夏
季
７
～
９
月
は
９
吟
～
１
１
吟
）

②
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
上
ア
ニ
ス
コ
ー
ト

③
年
会
費
８
、
０
０
０
円

　
（
コ
ー
ト
代
が
不
足
と
な
っ
た
場
合

　
は
臨
時
徴
収
す
る
）

④
入
会
は
テ
ニ
ス
経
験
者
で
あ
る
こ
と

　
と
、
見
学
ま
た
は
実
戦
し
、
打
合
せ

　
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⑤
破
長
／
名
和
　
日
四
昭

　
Ｓ
０
７
９
７
・
８
７
・
６
９
０
４

一一

Ｘ
‐
－
－
‐
－
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

俳
句
サ
ー
ク
ル
（
一
句
会

１　~　｜

　・－／

①
「
一
句
会
」
は
、
毎
月
第
３
水
曜
目
、

　
午
後
１
時
3
0
分
～
４
時

②
主
に
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
に
て
開

　
催
し
て
い
る
が
、
年
数
回
昼
食
台
を

　
兼
ね
た
句
会
と
吟
行
も
行
っ
て
い

　
る
。

③
会
費
は
な
し

④
指
導
者
は
な
く
、
「
メ
ダ
カ
の
学
校
」

　
で
選
句
・
選
評
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
会
長
／
丸
山
長
資

　
１
：
Ｉ
Ｏ
Ｇ
Ｑ
Ｆ
．
。
(
Ｘ
)
７
．
Ｈ

Ｈ
Ｃ
Ｘ
)
(
Ｘ
)

〃‾ゝ

詩

吟

１
－
－
－
－

　サ

　｜

　ク

　ル

Ｓ＿／

①
毎
週
木
曜
目
、
午
後
６
時
よ
り

②
未
成
町
会
館

③
年
会
費
２
、
０
０
０
円

④
お
問
合
せ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑤
会
長
／
嶽
（
だ
け
）
伸
行

　
一
一
一
｀
０
９
０
・
４
９
０
１
・
３
４
４
６

講
習
会
等
報
告

子
育
て
支
援
・
救
命
講
習
会

　
平
成
3
0
年
２
月
６
目
（
火
）
、
1
3
特

3
0
分
～
1
5
特
、
当
セ
ン
タ
ー
３
倍
大

会
議
室
に
て
宝
塚
西
消
防
署
・
救
急
救

命
士
２
名
を
お
迎
え
し
て
、
主
に
子
ど

も
に
対
し
て
の
救
奇
特
の
対
処
法
に
つ

い
て
の
救
命
講
習
会
を
行
な
い
、
会
員

1
0
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
ず
、
宝
塚
市
の
救
命
隊
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
宝
塚
市
に
は

７
台
の
救
急
車
が
配
備
さ
れ
、
年
間
約

コ
カ
伴
の
出
動
要
請
か
お
り
、
一
目
平

均
2
0
件
～
3
0
伴
出
動
し
て
い
る
。

　
ま
た
到
着
ま
で
に
要
す
る
時
間
は

平
均
で
約
８
分
。
市
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数
は
約
５
０
０
器
な
ど
、

具
体
的
な
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
実
際

に
子
ど
も
の
人
形
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
▽
人
ひ
と

り
が
体
験
し
実
習
を
行
っ
た
。

　
改
め
て
救
急
救
命
の
大
切
さ
を
再

催
認
し
た
大
変
有
意
義
な
講
習
会
で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
／
中
嶋
諒
子
）▲ＡＥＤの説明の後､子どもの人形で実習

◆
筆
耕
勉
強
会

　
平
成
3
0
年
１
月
2
4
目
（
水
）
、
午
後

１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
、
当
セ
ン
タ

ー
３
防
火
会
議
室
に
お
い
て
、
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
受
注
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
学
校
関
係
の
卒
業
・
卒
園
証
書
の

筆
耕
依
頼
を
前
に
、
筆
耕
就
業
会
員
及

び
希
望
会
員
に
よ
る
意
見
交
換
と
技
能

５

USER
四角形

USER
四角形

USER
四角形

USER
四角形
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向
上
を
目
的
と
し
た
筆
耕
勉
強
会
を
開

催
し
、
会
員
９
名
が
参
加
し
た
。

………7゛7警にｰ,-一二ぷμ･!

　･=　　　　C］□◆
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会

▲筆耕勉強会の会員

　
３
月
２
目
（
全
）
、
午
後
２
時
～
４
時
、

セ
ン
タ
ー
３
階
の
犬
会
議
室
に
て
、

（
株
）
ａ
ｉ
ｍ
代
表
取
締
役
米
谷
侑
平
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
て
行
わ
れ
た
。

　
毎
回
好
評
を
博
し
て
い
る
講
習
会

で
、
今
回
は
「
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
の
接
遇
マ
ナ
ー
講

習
会
」
の
内
容
で
行
わ
れ
た
。

　
就
業
に
臨
む
態
度
、
言
葉
遣
い
、
そ

し
て
第
一
印
象
の
大
切
さ
を
実
際
に
体

験
し
な
が
ら
白
身
の
マ
ナ
ー
を
見
直
し
、

他
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
改
善

を
考
え
る
機
会
と
し
て
行
い
、
1
8
名
の

会
員
が
参
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
報
委
員
会
）

事
務
局
だ
よ
り

◆
近
隣
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
よ
り
視
察
研
修

　
平
成
3
0
牛
王
月
2
9
目
（
月
）
、
午
前

1
0
竹
～
1
2
竹
1
0
分
、
三
里
巾
シ
犬
ハ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
職
員
・
会
員
1
0
庖
が

当
七
ン
ク
ー
を
訪
れ
、
職
群
班
の
運
営

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

▲視察研修の様子

◆
「
平
成
2
9
年
度
第
１
回

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
開
催

　
平
成
3
0
牛
王
月
1
5
目
（
月
）
、
1
7
目

（
水
）
、
当
セ
ン
タ
ー
３
階
小
会
議
室
に

て
几
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ト
パ
ソ
コ
ン
教

室
講
師
・
高
野
学
氏
を
お
招
き
し
開
催

し
た
。
各
目
と
も
電
源
を
入
れ
る
と
ｙ
」

ろ
か
ら
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
マ
ウ
ス
の
操

作
な
ど
の
基
本
的
な
操
作
を
体
験
す
る

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
で
、
同
じ
ｙ
」
と
を

何
度
も
質
問
し
た
り
、
会
員
同
十
教
え

あ
っ
た
り
楽
し
く
学
ぶ
ｙ
』
と
の
で
き
た

講
座
で
あ
っ
た
。

　
計
ら
目
高
施
し
、
５
名
の
ボ
ラ
ビ
ア

イ
ア
の
協
力
を
得
て
、
会
員
3
4
名
が
受

講
し
た
。

n

ii

▲シルバー世代の手習い、パソコン教室

◆
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
力

　
Ｉ
ド
」
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

　
平
成
3
0
年
４
月
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー

及
び
地
区
・
地
城
府
が
主
催
す
る
社
会

奉
仕
活
動
へ
の
会
員
参
加
を
促
す
と
と

も
に
、
そ
の
姿
勢
を
広
く
社
会
に
周
知

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅
力
あ
る
組
織

づ
く
り
を
目
指
す
為
に
、
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
の
運
用
を
開

始
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
に
送

付
予
定
の
次
年
度
会
費
納
入
案
内
に
、

案
内
文
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
開
封
い

た
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
活
動
や
ポ
イ

ン
ト
の
付
与
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
案

内
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
会
員
の
状
況

会　昌　数　　９８７名

（男性会員数）７４８名

汝性会員数）２３９名

入会者数　　10名

退会音数　　12名

平均年齢　73八歳

入道全音は12月～1月、

その他は１月末

６
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配　分　金

支払い日のお知らせ

３月就業分４月13目(金)

４月就業分５月15目(火)

５月就業分６月15目(金)

☆
お
願
い

　
就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業

完
了
後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
日
ま

で
に
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

☆
チ
ラ
シ
配
布
就
集
会
息
参
集

　
事
務
局
で
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の

配
布
が
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
就
業
可
能
な
方
は
事

務
局
に
「
希
望
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
事
務
局

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
絵
画
教
室
の
ご
案
内

　
絵
画
を
描
く
楽
し
さ
を
一
緒
に
学

び
ま
せ
ん
か
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
市

民
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

１
、
開
講
日
時

　
　
原
則
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

２
、
開
講
場
所

　
　
当
セ
ン
タ
ー
　
３
階
会
議
室

３
、
開
講
＝
Ｉ
ス

　
　
初
級
コ
ー
ス
（
初
め
て
の
方
向
け
）

　
　
上
級
コ
ー
ス

４
、
晋
］
　
　
用
　
月
謝
３
、
０
６
０
円

５
、
講
　
師
中
野
昇
二
郎
氏

　
　
　
　
（
当
セ
ン
タ
ー
会
員
ノ
目
本
匡
際

　
　
　
　
　
美
術
家
協
会
委
員
に
か

※
申
し
込
み
、
詳
細
は
事
務
局
ま
で
。

ａ
０
７
９
７
・
８
１
・
７
０
０
０

◆
言
質
納
入
の
お
願
い

　
平
成
3
0
年
度
会
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
専
用
の
撰
述
用
紙
を
３
月
下
旬
に

号
坦
予
定
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
案
内
文
に

従
っ
て
、
４
月
末
目
ま
で
に
お
支
払
い

願
い
ま
す
。

会
員
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
川
　
　
柳

足
ヤ
ブ
ー
土
づ
く
ヅ
ヤ
大
白
言
言
ヅ
白
二

　
　
　
　
　
　
　
　
９
冨
古
　
博
彦

ツ
ノ
☆
ノ
ー
・
ソ
水
牛
、
レ
ノ
ノ
白
石
ソ
犬
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
９
織
山
　
茂

　
　
　
俳
　
　
句

．
サ
ン
ド
白
人
ソ
ノ
し
て
言
上
士

　
　
　
　
　
　
　
　
９
川
嶋
　
兼
雄

光
言
⑤
半
⑤
ノ
ド
几
犬
甘
く

　
　
　
　
　
　
　
　
９
中
嶋
　
諒
子

往
づ
⑤
半
じ
つ
往
往
言
言
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
輦
西
口
　
先
代
子

犬
寸
○
上
土
に
ニ
ゾ
ノ
リ
万
年
⊃
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
輦
橋
本
　
千
津
子

．
ヽ
．
戸
ｙ

”
’

‐
‐
　
‐
‐

言
ベ
レ
ペ
ゾ
バ
ヘ
’
゛
に
に
Ｉ
‘
・
一
・
］
．
・
○
レ

　
　
　
　
輦
羽
山
　
涼
子

ブ
ヘ
☆
▽
◇
レ
ノ
ゴ
レ
し
犬
二
回
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
丸
山
　
長
資

⑤
几
寸
言
…
…
…
・
い

Ｉ ‘
｛
、
「
」
に
ｙ
、ヽ
一
八
。
い
る
｝
。
・
・
Ｅ
］
一
一
一
・
一
パ
ヤ
”
―
心
’
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輦
安
井
　
修

ゲ
往
☆
且
ソ
土
つ
門
し
☆
比
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輦
柳
渾
義
昭

　
　
　
編
集
後
記

　
前
回
の
１
４
９
号
の
新
年
企
画
で
、

年
男
・
年
女
の
４
名
の
シ
ル
バ
ー
会
員

の
方
に
取
材
さ
せ
て
頂
い
た
。
ｙ
』
れ
ま

で
の
就
業
の
内
容
、
就
業
の
や
り
郎
い
、

日
頃
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
元
気
の
秘
訣
な

ど
。
取
材
で
感
じ
た
の
は
、
年
齢
や
性

別
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
郎
、
共
通
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
と

い
う
こ
と
。
そ
れ
は
各
人
の
就
業
に
対

す
る
熱
心
さ
や
ひ
た
む
き
さ
、
就
業
を

楽
し
ん
で
い
る
こ
と
、
日
頃
の
健
康
管

理
に
対
し
て
の
前
向
き
さ
な
ど
だ
。
こ

う
し
た
原
器
芳
郎
、
元
気
に
毎
回
を
過
ご

せ
る
秘
訣
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
▲

ま
た
、
今
回
号
４
ペ
ー
ジ
の
「
お
客
様
利

用
満
足
度
調
査
」
で
お
客
様
か
ら
様
々

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
仕
事

の
出
来
栄
え
や
、
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て

の
評
価
が
高
く
、
総
じ
て
好
意
的
な
感

想
が
多
い
。
言
っ
し
た
評
価
は
、
先
口

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
４
名
の
方
に

限
ら
ず
、
シ
ル
バ
ー
会
員
一
人
ひ
と
り

の
就
業
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
が
反

映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。
こ
れ

か
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
仕
事
ぶ
り

や
人
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
い
と

思
う
。

　
　
　
　
　
足
報
貫
目
ノ
佐
野
純
）

７
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　花粉症とは、スギなどの花粉が原因となって起こるアレルギー性疾患です。風邪や副鼻腔炎(蓄膿症)と

間違えやすい病気ですが、アレルギ一匹かどうかは検査をすれば判明します。

　治療には、症状を軽減する対症療法と、根本的に治す根治療法があります。

１．対症療法

２．根治療法

　点眼薬や点鼻薬などにより、目や鼻などの局所の症状を緩和させます。また、抗ヒスタ

ミン薬、さらに重症化すればステロイド薬などを服用することになります。

　免疫療法では、花粉の抽出液を、低い濃度から注射し少しずつ濃度を上げていき、花粉

に対する免疫を獲得させます。２～３年くらい定期的な治療が必要ですが、症状緩和や、

治癒が期待されますが、まれに、副作用を起こすことかありますので、かかりつけ医によ

く相談してください。

※花粉症は風邪や副鼻腔炎(蓄膿症)と間違えやすい病気です。花粉症かなと恩ったら早く適切な治療を行

　う二とが大切です。

　　日常でお困りのことはシルバーにご相談ください

高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。依頼内容によっては対応できない仕事

もありますので、まずお電話でお問い合わせください。 TEL 0797(81)7000

・家事援助サービス　　室内清掃、窓ガラス・網戸など問責掃、食事の支度・洗濯、お部屋内の片付けや

　　　　　　　　　　　衣替え、ゴミステーションの掃除、買い物など

・子育て支援サービス　お子様とお留守番、子どもの→与預かり、シルバー出前サービス

・お庭の手入れ　　　植木剪定・施肥、植木の水やり、雑草刈り(機械・手刈り)

・家屋の手入れ　　　網戸の張替、障子・襖の張替、簡易な大工仕事・塗装など

・事務サービス　　　　あて名・賞状書き、フープョなどでｏ原稿づくり、パソコン操作指導など

・空き地･空き家管理事業　空き地・空き家を敷地の外側から現状確認を行い報告するサービス

センター会員募集就業などを通じて社会参加しませんか？

ジルバ九人材センターの会員になるには

○会員の条件

　宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただける方。

○入会方法

入会説明会は毎月第４月曜日13時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2､000円)の納入で会員となります。

　＊ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話でお問い合わせください。

問合せ先：公益社団法人　宝塚市シルバー人材センター

〒665-()827宝塚市小浜２丁目１番1号　ＴＥＬ．０７９７(８１)７０００　ＦＡＸ．０７９７(８１)７０４)

ｈｔｔｐ：　／／　ｗｗｗ．ｓＪｃ　－ ｔａｋａｒａｚｕｋａ．ｏｒ，Ｊｐ
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